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古座川クリーンアップ大作戦
南紀串本観光協会 主催 夏をさきどり！



Town Topics

　
５
月
29
日
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の

遺
物
保
存
を
手
が
け
る
奈
良
大
学
か
ら
、

保
存
処
理
を
終
え
た
「
木
製
の
滑
車
ブ

ロ
ッ
ク
」
が
串
本
町
へ
返
還
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
遺
物
は
、
現
在
ト
ル
コ
記
念

館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
同
日
、

劣
化
防
止
処
理
の
た
め
、
同
館
で
展
示

し
て
い
た
ラ
イ
フ
ル
銃
を
、
同
大
学
の

今
津
節
生
学
長
へ
と
託
し
ま
し
た
。

■ 

最
先
端
の
保
存
処
理

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
エ
ル
ト
ゥ

ー
ル
ル
号
の
遺
物
発
掘
・
調
査
を
行
う

ト
ゥ
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ラ
ン
ル
氏
が
、
今

津
学
長
に
相
談
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
実
現
し
ま
し
た
。

　
奈
良
大
学
は
、
処
理
が
難
し
い
海
中

で
発
見
さ
れ
た
遺
物
の
保
存
修
復
で
多

く
の
実
績
を
有
し
、
木
や
金
属
な
ど
異

な
る
素
材
が
混
在
す
る
「
複
合
遺
物
」

の
保
存
に
お
い
て
も
世
界
有
数
の
技
術

を
誇
る
専
門
機
関
で
す
。
今
回
の
滑
車

ブ
ロ
ッ
ク
に
は
、
同
大
学
の
保
存
修
復

チ
ー
ム
が
開
発
し
た
、糖
類
の
一
種「
ト

～
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
を
未
来
へ
継
承
す
る
～

レ
ハ
ロ
ー
ス
」
を
用
い
た
最
先
端
の
処

理
が
施
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

遺
物
が
紡
ぐ
、
広
が
る
絆

　
今
津
学
長
は
、「
ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
は

湿
度
の
高
い
日
本
の
環
境
下
で
真
価
を

発
揮
す
る
。
串
本
と
ト
ル
コ
の
絆
を
未

来
へ
伝
え
る
一
助
と
な
れ
る
こ
と
は
光

栄
。
若
い
世
代
に
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
も
っ
と
広
め
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。
ト
ゥ
フ
ァ
ン
氏
は
こ
れ
ま
で
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り
返
り
、「
作
業
が

停
滞
す
る
時
期
も
あ
っ
た
が
、
奈
良
大

学
の
卓
越
し
た
専
門
技
術
の
お
か
げ
で
、

再
び
歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
」

トルコ記念館に展示される滑車ブロックの様子
（左：トゥファン氏、右：今津学長）

トルコ記念館に展示されていたライフル銃を今津学長（右）
に託す田嶋町長（左）とトゥファン氏（中央）

奈良大学での保存処理が完了し、2年4か月の歳
月を経て町に返還された滑車ブロック

と
深
い
感
謝
を
寄
せ
ま
し
た
。

■ 

未
来
へ
つ
な
ぐ
新
た
な
導
線

　
現
在
、
発
掘
さ
れ
た
遺
物
は
８
千
点

以
上
に
の
ぼ
り
、
そ
の
一
部
を
、
道
の

駅
く
し
も
と
橋
杭
岩
に
期
間
限
定
で
展

示
す
る
計
画
も
進
行
中
で
す
。
田
嶋
町

長
は
、
奈
良
大
学
へ
の
感
謝
を
述
べ
た

の
ち
、「
年
間
９
万
人
が
訪
れ
る
道
の

駅
で
展
示
し
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の

歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら

ト
ル
コ
記
念
館
へ
と
足
を
運
ん
で
い
た

だ
く
。
そ
ん
な
『
歴
史
を
巡
る
導
線
』

を
築
い
て
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の
展

望
を
語
り
ま
し
た
。

    

奈
良
大
学 

保
存
修
復
チ
ー
ム
に
よ
る

                                

歴
史
的
遺
物
の
修
復
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WEST EXPRESS 銀河運行／コンテンツ

まちのわだい

令和８年第２回定例会

国民健康保険にご加入の皆さまへ／特定健康診

査受診者等への商品券の配布場所追加

後期高齢者医療保険からお知らせ／「資格確認

書」または「７０歳以上の方の資格情報のお知

らせ」送付について

ひとり親家庭医療費受給資格更新手続きについ

て／地籍調査事業の実施について

町職員採用試験案内／空き地および空き家の管

理について

情報公開条例の運用状況／日本赤十字社活動資

金のご協力／献血のご協力

空き家バンクセミナー・空き家活用相談会につい

て／マリンスクール参加者の募集

巡視船体験航海の乗船希望者募集について／職

場の熱中症予防について

健康だより

「なんたん水」「串本の水」のお届けについて

よろこび・かなしみ／海上保安官募集

火災・救急件数／人口と世帯／お知らせ／相談

／今月の納税

町民の皆さまへ

串本町ＬＩＮＥ公式アカウント

①か②の方法でぜひ、友だち追加をお願い
します。
①二次元コードから追加する
　右記の二次元コードを読み込む
②検索から追加する
　ＬＩＮＥの検索画面で「串本町」と検索

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　産業課　商工・観光グループ　℡　０７３５‐６２‐０５５７

■運行情報
　令和８年７月３日（金）～令和８年９月３０日（水）　※京都～新宮間を週２往復程度

※ その他の情報や詳細については、ＪＲ西日本の特設サイトをご覧ください。

　 https://www.jr-odekake.net/railroad/westexginga/

７月～９月（水曜日・日曜日）

着時刻 発時刻

古座駅 １４：４３ １４：４３
串本駅 １４：５１ １５：０７

【昼行（京都行き）】

「W
ウ エ ス ト

EST E
エ ク ス プ レ ス

XPRESS 銀河」が紀南地方を運行します！
再び！

７月～９月（火曜日・土曜日）

着時刻 発時刻

串本駅 ６：５０ ８：００
古座駅 ８：０９ ８：１０

【夜行（新宮行き）】※記載の曜日は町内を発着する日
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５
月
30
日
、
南
紀
串
本
観
光
協
会
主

催
の
「
第
20
回
古
座
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
大
作
戦
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
古
座
川
を
カ

ヌ
ー
で
下
り
な
が
ら
流
域
の
ご
み
を
拾

い
集
め
る
と
い
う
催
し
で
、
前
回
の
平

成
29
年
以
来
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
全
国
か
ら
28
名
が
参
加
し
、

古
座
川
町
の
明
神
橋
か
ら
古
座
川
河
口

の
宇
宙
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
Ｓ
ｏ
ｒ
ａ
―

Ｍ
ｉ
ｒ
ｕ
に
か
け
て
カ
ヌ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ま
は
、
串
本

町
と
古
座
川
町
の
水
資
源
で
あ
る
清
流

に
流
れ
着
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
タ
イ

ヤ
な
ど
の
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
同
協
会
の
宇
井
晋
介
事
務
局
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍
や
近
年
の
雨
天
中
止
が
重

な
り
、
な
か
な
か
開
催
で
き
な
か
っ
た

第
20
回 

古
座
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
成

～ 

串
本
町
と
古
座
川
町
が
誇
る
清
流
に
全
国
か
ら
集
結 

～

が
、
今
年
は
こ
れ
以
上
な
い
絶
好
の
天

候
に
恵
ま
れ
、
シ
ー
ズ
ン
前
の
古
座
川

を
皆
さ
ま
と
一
緒
に
清
掃
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
、
７
年
ぶ
り
の
開
催
に
つ

い
て
熱
く
述
べ
ま
し
た
。

　
共
催
で
あ
る
古
座
川
町
観
光
協
会
の

坂
本
直
弥
会
長
は
、「
昨
年
、
古
座
川

町
観
光
協
会
と
南
紀
串
本
観
光
協
会
は

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
の
よ
う
に
、
町
の
垣
根
を
超
え
て

共
に
古
座
川
流
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
、
古
座
川
を
通
じ
た
連
携
と

発
展
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

③④⑤川を下りながら流域のごみを拾い集める様子
⑥クリーンアップに参加した皆さまと、川で回収したごみ
（③⑥の写真は坂本米男氏より提供）

　
参
加
者
か
ら
は
「
爽
や
か
な
水
を
浴

び
な
が
ら
川
の
清
掃
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
ほ
し
い
」
の
声
が
聞
か
れ
、
イ
ベ

ン
ト
の
意
義
深
さ
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

２

１

３

４

６

５

①②古座川町の明神橋からカヌーに乗る参加者の皆さま

Town Topics

　
５
月
22
日
、
串
本
町
で
第
３
回
災
害

対
策
Ｄ
Ｘ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
Ｉ
Ｔ
関
連

企
業
の
株
式
会
社
大
塚
商
会
が
実
施
し

て
い
る
防
災
普
及
活
動
の
一
環
で
、
令

和
６
年
に
高
知
県
黒
潮
町
で
第
１
回
、

令
和
７
年
に
愛
媛
県
宇
和
島
市
で
第
２

回
が
開
か
れ
、
今
回
第
３
回
が
本
町
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
の
21
日
に
は
、
本
町
を
訪
れ
た

内
閣
府
や
全
国
の
自
治
体
の
職
員
等
が
、

公
共
施
設
の
高
台
移
転
を
進
め
て
き
た

サ
ン
ゴ
台
の
様
子
や
旧
役
場
跡
地
の
県

営
住
宅
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
町
立
体
育
館
に
お
い
て
、
災

害
時
の
活
用
を
想
定
し
た
機
器
の
展
示

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宮
城

県
の
南
三
陸
町
観
光
協
会
「
南
三
陸

３
１
１
メ
モ
リ
ア
ル
」
の
高
橋
一
清
館

長
に
よ
る
基
調
講
演
が
あ
り
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
津
波
で
多
数
の
職
員
が

犠
牲
と
な
っ
た
南
三
陸
町
の
当
時
の
状

況
と
教
訓
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
続
く
パ

第
３
回 

災
害
対
策
Ｄ
Ｘ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～ 

県
内
外
の
防
災
関
係
者
が
串
本
で
討
議 

～

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
内
閣

官
房
と
和
歌
山
県
危
機
管
理
部
、
そ
し

て
主
催
の
大
塚
商
会
の
関
係
者
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、
基
調
講
演
の

内
容
や
本
町
の
防
災
対
策
の
取
り
組
み
、

そ
し
て
今
年
度
中
に
設
立
予
定
の
防
災

庁
の
役
割
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
町
文
化
セ

ン
タ
ー
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

基
調
講
演
等
を
通
じ
て
得
た
知
見
を
ど

う
活
か
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
各
地

の
自
治
体
職
員
ら
が
討
議
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
を
行
っ
た
高
橋
館
長
は

「
串
本
町
が
実
施
し
て
い
る
高
台
移
転

の
取
り
組
み
は
以
前
か
ら
関
心
が
あ
っ

体育館内では災害時に使用する機器の展示が行わ
れ、田嶋町長などが視察を行った

グループワークで意見交換した内容を発表する様子

串本町立体育館での開会式の様子

た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
串
本
町
を
は

じ
め
全
国
の
自
治
体
か
ら
復
興
に
向
け

て
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
恩

返
し
と
い
う
意
味
を
込
め
て
、
我
々
の

教
訓
を
活
か
し
て
地
域
を
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
田
嶋
町
長
は
「
い
ざ
大
き
な
災
害
が

発
生
し
た
際
、
単
一
の
自
治
体
の
み
で

対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、

多
く
の
自
治
体
関
係
者
・
地
域
の
皆
さ

ま
・
企
業
の
お
知
恵
と
力
を
借
り
て
乗

り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
協
力
体
制
を
築
き
上
げ
る
必
要
が

あ
る
」
と
、
町
の
防
災
対
策
へ
の
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

県内外の自治体職員を交えて防災の課題などを共有し
たグループワーク
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Town Topics

　
６
月
14
日
、
町
内
の
消
防
団
員
を
対

象
に
し
た
教
育
訓
練
と
新
入
団
員
の
任

命
式
が
サ
ン
・
ナ
ン
タ
ン
ラ
ン
ド
雨
天

練
習
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
消
防
団
員
と
し
て
必

要
な
基
礎
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
た

め
、
串
本
町
消
防
本
部
が
毎
年
実
施
し

て
い
る
取
り
組
み
で
す
。
今
年
は
、
串

本
・
田
並
・
和
深
・
須
江
・
古
座
・
田

原
の
６
分
団
か
ら
13
名
（
内
、
新
入
団

員
は
12
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
礼
式
訓
練
・
ロ
ー
プ
結

索
・
消
防
操
法
（
ホ
ー
ス
延
長
等
）
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
１
年

以
内
に
入
団
し
た
新
入
団
員
の
任
命
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
を
主
催
し
た
串
本
町
消
防
本
部

総
務
課
の
巽
江
史
係
長
は
「
先
日
の
台

風
６
号
の
よ
う
な
台
風
が
串
本
に
接
近

す
る
可
能
性
が
今
後
も
考
え
ら
れ
る
。

防
災
力
の
維
持
に
は
団
員
の
力
が
欠
か

せ
な
い
」
と
述
べ
、
消
防
団
と
の
連
携

の
強
化
に
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
串
本
町
消
防
団
は
、
６
月
１

日
現
在
で
３
２
５
名
（
内
、女
性
８
名
）

の
団
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

ホース延長の手順を確認する消防団員

①②海開きの準備を進める様子

串
本
町
消
防
団
員
普
通
教
育
・
新
入
団
員
任
命
式

～ 

12
名
の
新
入
団
員
が
仲
間
に
加
わ
り
ま
し
た 

～

　６月１日から６月１１日の１１日間にかけて、町
内の小学４年生を対象とした宝嶋クリーンセンター
の施設見学を行いました。
　見学会では児童たちが施設の紹介映像を視聴した
ほか、ごみピット（ごみを貯めておく場所）やごみ
を焼却する様子などを見て回り、可燃ごみが処理さ
れる仕組みについて学びました。また、焼却炉へご
みを移動させるクレーンの操作も体験しました。
　児童の皆さんは、普段目にすることのない設備や
ごみ処理の工程に興味を示しながら、熱心に学んで
いました。

橋杭海水浴場で海開きの準備 小学生が宝嶋クリーンセンターを訪問

職員による説明を受ける様子 �ごみピットを見学する児童たち

団長から任命を受ける新入団員の様子

　６月１６日、南紀串本観光協会や町
の職員らによって、橋杭海水浴場にブ
イや海上遊具が設置されました。今年
の海開きは、６月２７日（土）を予定
しています。

１

２

　
５
月
24
日
、
町
内
の
班
長
以
上
の
消

防
団
員
を
対
象
に
し
た
教
育
訓
練
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
消
防
団
の
指
揮
・
指

導
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
消
防
団

長
や
副
団
長
、
町
消
防
本
部
の
職
員
が

指
導
役
と
な
り
、
潮
岬
望
楼
の
芝
で
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
訓
練
は
、
町
内
の
11
分
団
か

ら
56
名
の
消
防
団
員
が
参
加
し
、
無
線

交
信
訓
練
、
礼
式
訓
練
、
そ
し
て
ホ
ー

ス
延
長
訓
練
の
３
項
目
に
つ
い
て
要
領

を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
４
月

か
ら
、
町
消
防
本
部
が
田
辺
市
の
和
歌

山
南
広
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
と
の
共

同
運
用
へ
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
無

線
交
信
訓
練
で
は
同
指
令
セ
ン
タ
ー
と

交
信
を
す
る
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
串
本
町
消
防
団
の
井
道
一
馬
団
長
は
、

「
昨
年
は
天
候
不
良
で
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
２
年
ぶ
り
に
訓
練
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
て
安
心
し
た
」
と
安
堵
し
、

地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
の
さ
ら
な
る

活
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

潮岬望楼の芝で礼式訓練を行う様子

令
和
８
年
度 

串
本
町
消
防
団
幹
部
教
育
訓
練

～ 

和
歌
山
南
広
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
高
め
る 

～

　５月１７日、県立潮岬青少年の家で、日帰りのキャン
プイベントが開催されました。
　この催しは、同施設が主催する体験型の事業で、町内
外から７名の参加者が集まりました。
　当日は、薪

まき

で火を起こして飯ごうで米を炊いたほか、
玉ねぎの皮・椿の花・桜の木の枝を煮出した染液でハン
カチなどを染める「草木染」を体験しました。
　田辺市から参加した家族は「学校内の告知で今回のイ
ベントを知った。普段の生活ではできない体験ができた」
と語り、潮岬でのデイキャンプを楽しんでいました。

潮岬でデイキャンプ
～ 飯ごうと草木染に挑戦！ ～

火を焚いて飯ごう炊飯にチャレン
ジする様子

染液にハンカチを漬けて色を付け
る様子　

�和歌山南広域消防指令センターとの交信手順を確
認する消防団の様子

番組に出演したＳｏｒａ－Ｍｉｒｕスタッフ

ラジオ番組にＳｏｒａ－Ｍｉｒｕ

のスタッフが出演しました

　５月３０日、ＦＭ　ＴＡＮＡＢＥの
宇宙番組「アストロスイッチ２」にＳ
ｏｒａ－Ｍｉｒｕのスタッフが出演し
ました。同番組は今後、町内の宇宙に
関わる関係者をゲストとして不定期に
放送予定です。今後の放送が決まり次
第、随時告知を行う予定です。
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令
和
８
年
　
第
２
回
定
例
会
　
諸
報
告
【
要
旨
】

　

令
和
８
年
串
本
町
議
会
第
２
回
定
例

会
が
６
月
10
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を

６
月
26
日
ま
で
の
17
日
間
と
し
て
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
田
嶋
町
長
よ
り
諸
報
告
が

あ
り
、
続
い
て
諸
議
案
に
つ
い
て
提
案

理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ト
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
付
与
が
禁
止

さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
　
本
年
10
月
に
は
、
返
礼
品
価
格

の
半
分
以
上
が
区
域
内
で
生
み
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
明
お
よ
び
公

表
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
返

礼
品
を
含
む
経
費
の
上
限
額
が
４
７
．

５
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
制
度
改
正
が
寄
附
金
の
動
向
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
、
昨
年
度
同
様
、
注

視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

　　
　

　
今
年
は
、
数
日
の
周
期
で
天
候
が
変

わ
る
不
安
定
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、

橋
杭
岩
を
は
じ
め
町
内
の
各
観
光
地
に

は
、推
計
で
約
５
２
，０
０
０
人
の
方
々

が
訪
れ
ま
し
た
。

　
　

　
　

　
近
年
の
中
東
地
域
の
情
勢
不
安
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
ま
た
旅
行
形

態
の
多
様
化
な
ど
、
観
光
産
業
は
複
雑

な
環
境
下
に
あ
り
ま
す
が
、
夏
季
の
観

光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
７
月
２
日
か
ら

　
カ
イ
ロ
ス
ロ
ケ
ッ
ト
応
援
の
機
運
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
町
民

の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
串
本
カ
イ
ロ
ス
ロ
ケ
ッ
ト
体
操
の

監
修
者
で
あ
る
「
体
操
の
お
兄
さ
ん
」

佐
藤
弘
道
さ
ん
、
和
歌
山
県
出
身
の
元

体
操
日
本
代
表
の
田
中
理
恵
さ
ん
、
作

曲
者
の
後
藤
郁
夫
さ
ん
を
お
招
き
し
、

４
月
４
日
に
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
完
成
披
露
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
町
内
こ
ど
も

園
の
園
児
の
皆
さ
ま
や
各
団
体
の
関
係

者
な
ど
、
約
３
０
０
人
が
来
場
し
、
佐

藤
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
リ
ズ
ム
よ
く
体

を
動
か
し
ま
し
た
。
会
場
は
一
体
感
に

包
ま
れ
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
く
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

　
令
和
７
年
度
の
年
間
寄
附
額
は
、
前

年
度
比
５
，
２
９
２
万
９
，
９
０
０
円

減
の
８
億
９
，
０
９
１
万
９
，
５
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。
減
額
の
要
因
と
し

て
は
、
昨
年
９
月
末
を
も
っ
て
仲
介
サ

４
日
に
か
け
て
の
「
ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
in
串
本
」、
７
月
26
日

の
「
熊
野
水
軍
古
座
河
内
祭
の
夕
べ
」、

８
月
１
日
の
「
串
本
ま
つ
り
」
を
は
じ

め
と
す
る
各
イ
ベ
ン
ト
を
皆
さ
ま
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
に
万
全

を
期
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
６
月
10
日
、
田
原
・
古
座
・
橋
杭
小

学
校
の
６
年
生
が
議
会
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
の
皆
さ
ま
は
傍
聴
席
で
メ
モ
を

と
り
な
が
ら
、
議
会
の
様
子
を
見
学
し

ま
し
た
。

■  

カ
イ
ロ
ス
ロ
ケ
ッ
ト
体
操

■  

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応

援
寄
附
金

■  

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の

観
光
客
入
込
み

令和８年　第２回定例会　諸報告　

■  

観
光
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

～
町
内
の
小
学
生
が

　
議
会
を
見
学
し
ま
し
た
～

税務課からのお知らせ

国民健康保険にご加入の皆さまへ

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　税務課（国保税係）　℡　０７３５‐６２‐０５８６

お知らせワイド
information

　串本町の国民健康保険税は、令和７年度まで「所得割」「資産割」「均等割」「平等割」を合算し

て算出する４方式を採用していましたが、令和８年度から資産割を廃止し、「所得割」「均等割」「平

等割」の３方式とします。

　令和８年度の税率については、資産割の廃止に伴う減収分を所得割額に配分する形で税率の改正

を行うため、世帯の所得や加入者数に変更がなくても、税額が増減する場合があります。

　改正後の税率については、７月の本算定時にお知らせします。

〇令和８年度から「子ども・子育て支援金制度」が始まります

　この制度は、全ての世代や企業の皆さまから支援金を拠出していただき、子育て支援の拡充に充

てるもので、子どもや子育て世帯を社会全体で支える制度です。

〇資産割を廃止します

子ども・子育て支援金は以下の事業に
充てられます
【例】

・児童手当の拡充

・妊婦のための支援給付

・育児期間中の国民年金保険料免除

・出生後休業支援給付

・育児時短就業給付

・こども誰でも通園制度　等

国民健康保険税に「子ども・子育て支援金分」が加
算されます
・�国民健康保険だけではなく、後期高齢者医療保険

や他の医療保険（健康保険、共済組合、国民健康

保険組合等）に加入されている方も同様です。

・�国民健康保険に加入されている方は、従来の国民

健康保険税に子ども・子育て支援金分を合算して

納付いただきます。なお、令和８年度保険税額の

通知は、７月中旬頃に送付します。

■配布期間

　令和８年６月１日（月）～

　令和９年２月２６日（金）

※土・日曜日、祝日、年末年始は除きます

※各配布場所が開いている時間中に引換可

住民課からのお知らせ

　広報くしもと６月号でお知らせした、特定健康診査を受診された方等へ

の商品券贈呈について、配布場所に「古座郵便局」が追加されました。そ

の他配布場所や配布期間等は変更ありません。

　詳細は６月号をご覧いただくか、住民課までお問い合わせください。

特定健康診査受診者等への商品券贈呈

■配布場所
　�串本町役場（住民課）、串本町文化センター、

　公民館（潮岬、有田、田並、和深）、

　紀伊大島開発総合センター、田原区民会館、

　古座郵便局

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課　℡　０７３５‐６２‐０５６１

串本町国民健康保険被保険者の方へ

（配布場所追加）
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住民課からのお知らせ

令和８年度後期高齢者医療保険料について

お知らせワイド
information

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課（国民健康保険係）　℡　０７３５‐６２‐０５６１

保険料の納め方について
■特別徴収（年金天引き）
　�要件に該当される方は、自動的に特別徴

収（年金天引き）になります。( 届出は不

要です）

■普通徴収（納付書または口座振替）
　�役場から送付される納付書で期日内に納めてい

ただきます。口座振替をご希望の方は、金融機関

で手続きをしてください。

※�特別徴収となるかどうかは日本年金機構等の判

断となります。制度改正による保険料の減額等

が生じた場合、納付書による普通徴収に変更と

なる場合があります。

＊�本算定（７月初め）以降

に所得更正があった場合

は、保険料の増額分を併

徴（特別徴収・普通徴収

両方）で納めていただき

ます。

◆令和８年７月の本算定により特別徴収の対象となった場合
年金天引きの調整のため、７月、８月、９月の３期が普通徴収

（納付書・口座振替）となり、１０月より年金天引きとなります。

仮算定 本算定
４月
（１期）

６月
（２期）

８月
（３期）

１０月
（４期）

１２月
（５期）

２月
（６期）

■特別徴収（年金天引き）の方

保険料の納期・期割について

■普通徴収（納付書・口座振替による納付）の方
本算定

７月
（１期）

８月
（２期）

９月
（３期）

１０月
（４期）

１１月
（５期）

１２月
（６期）

１月
（７期）

２月
（８期）

３月
（９期）

本算定（普通徴収） 本算定（特別徴収）
７月
（１期）

８月
（２期）

９月
（３期）

１０月
（４期）

１２月
（５期）

２月
（６期）

年金天引き納付書・口座振替

　今年度の後期高齢者医療保険

料額決定通知書を７月中旬頃送

付します。納付方法が変わって

いる場合もありますので、必ず

封筒を開けて納付方法をご確認

ください。

「資格確認書」または「70歳以上の方の資格
情報のお知らせ」送付について
　国民健康保険証の廃止に伴いマイナンバーカードを健康保

険証（マイナ保険証）として利用する仕組みに移行しています。

　現在お持ちの「資格確認書」または「７０歳以上の方の資

格情報のお知らせ」は、今年の７月３１日（７５歳に到達す

る方は誕生日の前日まで）に有効期限が満了します。

　マイナ保険証の保有状況に応じて「資格確認書」または

「７０歳以上の方の資格情報のお知らせ」を７月中に送付し

ますので、医療機関受診時にご利用ください。

※�７０歳未満でマイナ保険証を保有している方には、資格情

報のお知らせは送付しません。

今回発行する「資格確認書」、

「７０歳以上の方の資格情報

のお知らせ」の有効期限は、

令和９年７月３１日（それま

でに７５歳に到達する方は誕

生日前日まで）です。

今回送付する資格確認書・資格
情報のお知らせの有効期限

※�口座振替の手続きをされている方で、「納付方法変更申

出書」（役場へ申請）がなければ、年金天引きの対象者

となった場合、特別徴収になる可能性があります。

※�特別徴収からの変更には、事務手続きに２か月程度要し

ます。変更希望の方は、早めの申出をお願いいたします。

お知らせワイド
information

建設課からのお知らせ

地籍調査事業の実施について
　令和８年度地籍調査（現地調査）を以下の地区において実施します。

　本年度の調査は、津波浸水区域にかかる小
こ あ ざ

字単位を主にした地区が対象となります。

◇お問い合わせ先◇　
　串本町役場　建設課　地籍グループ　℡　０７３５‐６７‐７２６２

■令和８年度地籍調査（現地調査）実施地区

■事業の目的および主旨等	
　�地籍調査とは、主に市町村が主体となって、

一筆ごとの土地の所有者、地番、地目を調査

し、境界の位置と面積を測量する調査です。

調査を実施することにより、土地の筆界が

明確となり、土地取引の円滑化に役立ちます。

また、地震災害時の津波浸水区域の復旧を

円滑に進めることができるなど、個人の土

地資産を保全します。

■実施時期
　令和８年９月から１２月（予定）

■事業実施通知・現地立会い通知について
・法務局備え付けの土地登記簿へ記載された

　名義人の方に通知します。

・名義人の方がお亡くなりになっている場合

　は、相続権利者の方全員に通知しますので、

　ご協力のほどよろしくお願いいたします。

【古座地区】　狼
のろしやま

煙山・焼
しょうこうば

香場・狼
のろし

煙・
　　　　　　弁

べんてんまえ

天前・鎌
かまがたに

ヶ谷・昭
しょうわちょう

和丁・
　　　　　　ゴトヲ　　　　　　　　　　　　
【串本地区】　南

みなみじうい

地生・字無しの一部
【田並地区】　円

えんこうじまえ

光寺前・半
はんすけひらみ

助平見・
　　　　　　西

にしひらみ

平見

◇提出・お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課（福祉医療係）℡　０７３５‐６２‐０５６１

　ひとり親家庭医療費の受給資格は、毎年、更新手続きが必要となります。７月下旬に更新申請書

を送付しますので、必要事項をご記入のうえ、役場住民課までご提出ください。

　なお、申請書の提出がない場合、１１月以降の受給者証を交付することができませんので、ご了

承ください。

住民課からのお知らせ

ひとり親家庭医療費受給資格更新手続きについて

提出期限は
８月３１日（月）

現地調査完了区域

令和８年度現地調査実施区域

国土調査法１９条５項以外の
類似成果が存在する区域

田並地区

古座地区

串本地区
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※採用予定人数は変更になる場合があります。
職種 職務内容 採用予定人数 受験資格

  一般事務職 一般行政事務に従事 若干名 平成３年４月２日以降に生まれた方

土木技術職
土木に関する業務の
他、一般行政事務に
従事

若干名

昭和５６年４月２日以降に生まれた方で、
民間企業または官公庁等において、正社員・
正職員として土木に関する職務経験が令和
９年３月３１日現在で３年以上ある方

保育士・幼

稚園教諭
こども園で保育など
に従事

若干名

昭和６１年 4 月 2 日以降に生まれた方で、
令和９年３月３１日までに保育園、幼稚園
または認定こども園において保育士または
幼稚園教諭としての職務経験が３年以上あ
る方、または令和９年３月３１日までに両
方の資格、免許を有する見込みの方

消防職 消防業務に従事 若干名

平成１０年４月２日以降に生まれた方 ( 救
急救命士免許を有する方は平成８年４月２
日以降に生まれた方 ) で、在職中、串本消
防管内に居住できる方

１．職種、職務内容、採用予定人数および受験資格

２．試験の日程

■第１次試験
　令和８年９月２７日 (日 )

■第２次試験（第１次試験合格者のみ）
　�令和８年１０月１８日（日）

３．受付期間

■受付期間
　令和８年６月８日（月）から

令和８年９月４日（金）まで

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　総務課　℡　０７３５‐６２‐０５５５

お知らせワイド
information

総務課からのお知らせ

串本町職員採用試験のご案内（令和９年度採用）
　串本町では、令和９年４月１日採用の串本町職員採用試験を次のとおり実施します。

　詳しくは町ホームページをご覧いただくか、以下の連絡先にお問い合わせください。

消防本部からのお知らせ

空き地および空き家の管理について

◇お問い合わせ先◇　串本町消防本部　予防課予防係　℡　０７３５‐６２‐０６５５

　空き家は人の目がなく、燃えやすい枯れ草、その他の可燃物等が存置されて

いることが多いため、不審者による放火の可能性が高くなります。

　火災予防の観点から、串本町火災予防条例第２４条により、空き地および空

き家の所有者等は、以下の措置を行う必要があります。

○�空き地の枯れ草等燃焼のおそれのある
物件の除去

○�空き家への侵入の防止、周囲の燃焼の
おそれのある物件の除去

お知らせワイド
information

総務課からのお知らせ

　令和７年度の串本町情報公開条例の運用状況は次のとおりです。

情報公開条例の運用状況
令和７年度

（令和７年４月１日～令和８年３月３１日）

実施機関 請求
件数

決定内容（件）
審査
請求全部開示 部分開示 非開示

(うち文書不存在 ) 拒否

町長 ３１ ７ ２０ ４（１） ０ ０

内
訳

総務課 ４ 1 ３ ０（０） ０ ０
税務課 ３ １ 0 ２（１） ０ ０
住民課 ２ ０ １ １（０） ０ ０
福祉課 ４ 0 ３ １（０） ０ ０
産業課 1 ０ １ ０（０） ０ ０
建設課 １６ ５ １１ ０（０） ０ ０
水道課 1 ０ １ ０（０） ０ ０

教育委員会 ２ ０ １ １（１） ０ ０
選挙管理員会 １ ０ ０ １（０） ０ １
消防長 １ １ 0 ０（０） ０ ０
合計 ３５ ８ ２１ ６（２） ０ １

※１件の開示請求が複数の所管課に該当する場合があるため、開示請求件数と決定内容の合計数が異なる場合があります。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　総務課　℡　０７３５‐６２‐０５５５

次の日程で献血を行います。皆さまのご協力をよろしくお願いします。

■日時　７月１０日（金）

　　　　１０：００～１２：００

　　　　１３：００～１６：００　

お問い合わせは、福祉課まで（０７３５‐６２‐０５６２）

■場所　Ａコープ紀南　ＶＡＳＥＯ店

■主催　串本ライオンズクラブ

献血にご協力ください

　日本赤十字社は日本赤十字社法によって設置された認可法人で、災害救護活動・献血事業・地域

医療活動など、人の命と尊厳を守ることを目的としたさまざまな活動を行っています。これらの活

動の資金は、会員の皆さまによる会費と、一般の皆さまから寄せられる寄付金によって支えられて

います。赤十字の理念と活動をご理解いただき、町民の皆さまのご支援とご協力をお願いいたします。

日本赤十字社活動資金のご協力について

令和７年度には、１，１９７，１０７円の活動資金をお寄せいただきました。　
皆さまのご厚意に対し、心より感謝申し上げます。

◇お問い合わせ先◇　日本赤十字社　和歌山県支部　串本町分区（事務局）
　　　　　　　　　　串本町役場　福祉課内　℡　０７３５‐６２‐０５６２

福祉課からのお知らせ
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お知らせワイド
information

和歌山県からのお知らせ

第４回空き家バンクセミナー＆第９回空き家活用相談会
　和歌山県では、空き家に関するセミナーと相談会

を開催します。利用する予定のない住宅を空き家バ

ンクに登録し、空き家の問題解決に向けて一歩動き

出してみませんか？　セミナー終了後には相談会も

実施しますので、ぜひこの機会にご相談ください。

　参加は無料で、原則予約制となっています（予約

に空きがあれば当日でも参加いただけます）。

※�「第９回空き家活用相談会」は、東牟婁地域（新

宮市、那智勝浦町、太地町、古座川町、北山村、

串本町）所在の物件を対象とした相談会です。物

件所在地に応じて管内市町村担当者が同席する場

合があります。

◇お問い合わせ先◇　和歌山県地域おこし協力隊　℡　０８０‐９５２０‐９１４１
　　　　　　　　　　東牟婁振興局地域づくり課　℡　０７３５‐２１‐９６２７
　　　　　　　　　　【受付時間】９：００～１７：４５（土・日・祝日を除く）

串本海中公園センターからのお知らせ

マリンスクールを開催します！
　串本海中公園センターでは、海にすむ生き物たちと直に接し、その生態に触れることによって、

海への理解と興味をより一層大きなものにするとともに、共同作業を通して、児童の自主性と協調

性を培う事を目的としたマリンスクールを開催します。

■内容
　①�水族館のしくみの学習会、餌やり体験、

　　水族館飼育生物の観察

　②海中公園で生まれたウミガメの放流

　③スノーケリングによる海中生物観察

■持ち物
　筆記用具、ノート、着替え、水着、タオル、

　�軍手、汚れてもよい靴、お弁当（４日の昼

食分）

■後援
　�近畿海事広報協会、紀南海運協会、串本町、

串本町教育委員会、南紀串本観光協会

■日時　１泊２日（海中公園水族館内に宿泊）

　　　　８月４日（火）１０：００～

　　　　８月５日（水）�１５：３０

　　　　※荒天時中止

■場所　串本海中公園センター

■参加資格・定員・費用
　県内小学校５・６年生　定員２０名（先着順）

　参加費１，５００円（傷害保険料含む）

■申込方法
　�事前にお電話で予約をしていただいてか

ら、申込用紙をご提出ください。

■申込期間　�７月４日（土）９：００～

　　　　　　７月２０日（月）１７：００

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　
　〒６４９‐３５１４　串本町有田１１５７番地　串本海中公園センター　マリンスクール係
　℡　０７３５‐６２‐４８７５

【開催情報】
■日　程　令和８年７月１８日（土）

■会　場　東牟婁振興局地階第２会議室

　　　　　（新宮市緑ヶ丘２丁目４－８）

■申　込　�下記の二次元コードもしくはお

問い合わせ先へ

【第４回空き家バンクセミナー】
■日　時　１３：００～１４：００

■定　員　２０名程度

【第９回空き家活用相談会】
■日　時　１４：１５～１６：３５

■定　員　６組（１組４０分程度を予定）

お知らせワイド
information

■日時
　令和８年８月２日（日）

【午前の部】１０：００～１１：００

【午後の部】１４：００～１５：００

■乗船受付時間
【午前の部】　９：３０～１０：００

【午後の部】１３：３０～１４：００

■受付場所
　串本港内巡視船桟橋（「桟橋交差点」東側）

■体験航海予定海域
　串本港内および大島周辺海域

■内容
・�海上保安庁の制服着用および同庁マスコッ

トキャラクターとの記念撮影

・�田辺海上保安署所属「巡視船みなべ」によ

る体験航海

・ウミガメ放流（巡視船みなべ船上）

　※�(株)串本海中公園センター協力

・水路観測業務の紹介（下里水路観測所）

■定員　約１４０名（午前・午後合わせて）

・応募の中から抽選で決定

・�小学生以下は保護者同伴

■申込方法
　�往復はがき（１枚に４名まで記入可）に

「希望の部、代表者の住所、氏名、年齢、

電話番号および乗船希望者の氏名、年齢」

を記入のうえ、串本海上保安署までお申し

込みください。

※当選の場合、返信はがきが乗船券となります。

※定員計算のため年齢は必ず記入してください。

（令和８年８月２日時点の年齢）

■参考事項
・�業務の都合や天候不良等により、中止また

は船内一般公開に変更する場合があります。

・�熱中症予防のため、こまめな水分補給と暑

さ対策をお願いします。

・�船内は特殊な構造のため、妊娠中の方や支

援が必要な方の乗船はご遠慮ください。

・�串本まつり開催に伴う巡視船体験航海であ

るため、串本町在住の方を優先的に選出し

ます。

・�ご来場の際は、公共交通機関のご利用にご

協力ください。

・�当日は、お越しいただいた皆さまにお楽し

みいただける企画を準備しています。

・�乗船人数の関係でご希望の時間帯に乗れな

い場合があります。�

巡視船で体験航海をしよう！
　串本海上保安署では、串本まつりの協賛行事として「巡視船体験航海」を次のとおり実施します。

串本海上保安署からのお知らせ

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　〒６４９‐３５１０　串本町サンゴ台７８３‐９ 　
　　　　　　　　　　　　　　　　串本海上保安署　℡　０７３５‐６２‐０２２６

募集締切は

７月１７日必着

◇お問い合わせ先◇　新宮労働基準監督署　℡　０７３５‐２２‐５２９５

新宮労働基準監督署からのお知らせ

職場における熱中症予防について
場における熱中症予防情報」には、熱中症予

防に役立つ資料・動画が掲載されています。

　ぜひ、活用し、職場における熱中症予防対

策の徹底をお願いします。

　ポータルサイト二次元コード→

　全国の職場での熱中症による死傷者数は、

前年比約４割増という大幅な増加となってい

ます。和歌山県内においても同様に増加をし

ています。

　厚生労働省が運営するポータルサイト「職
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■日時　７月１４日（火）

　　　　１３：３０～１５：００

■場所　串本町文化センター　１階調理室

■対象者　1歳までの子どもの保護者

　　　　　※�お子さんは調理室隣の和室でお預か

りします。

■持ち物　エプロン、ハンドタオル、母子手帳

■申込期限　７月１０日 ( 金 )�

■申込方法　二次元コードまたは

　　　　　　電話でお申込みください。

■日程　８月７日、８月２８日、９月１８日

　　　　（全て金曜日）全３回コース

■時間　１９：００～２０：１５

■対象　２０代～ ( ※全日程参加できる方）

■会場　串本町役場１階　多目的ホール

■講師　ヨガインストラクター　城　千湖　先生

■持ち物　飲み物・汗拭きタオル

　　　　　ブランケット（クールダウン時に使用）

　　　　　ヨガマット（貸し出し可能、

　　　　　　　　　　　ただし数に限りあり）　　

■定員　２０名（先着順）

　　　　※�町主催のヨガ教室に参加したことがな

い方優先

■申込期間　７月１日～　

■申込方法　二次元コードを読み取り

　　　　　　お申込みください　➡

※定員に達し次第受付を終了します。

７月の行事カレンダー７月の行事カレンダー

日 曜 内容 担当
1 水 SOLヨガ教室② 保

2 木 １歳８か月児健診 子

3 金 未就園児親子教室『きらきらくらぶ』 子

11 土 集団健診（役場） 保

12 日 集団健診（役場） 保

14 火 離乳食教室 子

15 水 SOLヨガ教室③ 保

日 曜 内容 担当
17 金 未就園児親子教室『きらきらくらぶ』 子

22 水 産前産後サポート『リカバリーヨガ』 子

23 木 ４・１０か月児健診 子

23 木 オレンジカフェ（古座地区） 地

24 金 親子運動教室③ 保

27 月 有酸素運動教室 保

29 水 SOLヨガ教室④ 保

イベント等の詳細は、各担当までお問い合わせください。

お申し込み・お問い合わせ先はマークをご確認ください。

保 保健センター　　　　　　　　　�６２ - ６２０６

子 子育て世代包括支援センター　　�６７ - ７００７

地 地域包括支援センター　　　　　�　６２ - ６００５

有酸素運動教室参加者募集保
■日時　７月２７日（月）１３：３０～１４：３０

■場所　串本町立体育館

■定員　３５名（先着順）

■持ち物　室内シューズ・タオル・飲み物・マット

■申込期限　７月２２日（水）

■申込方法　�二次元コードを読み取り

　　　　　　お申込みください　➡

　　　　　　（７月１日から申込可）

※�定員に達し次第受付を終了します。

LUNA（月）ヨガ教室Ⅰ保

← 健康ポイント付与メニュー

　妊娠出産を乗り超えた身体を労りながら、これ

からの子育てに向けた体力づくりと心のリフレッ

シュをしてみませんか？

■日時　７月２２日（水）

　　　　１０：００～１１：３０

■場所　串本町役場１階　多目的ホール

■スタッフ　ヨガインストラクター�城�千湖�先生

　　　　　　町助産師

■対象者　��産後４か月頃から１２か月頃までのお

母さん

　　　　　（赤ちゃんも一緒に参加できます）

■持ち物　飲み物・汗ふきタオル・母子手帳　

　　　　　※��動きやすい服装でお越しください。

■申込期限　７月１７日（金）

■申込方法　�二次元コードを読み取り

　　　　　　お申込みください　➡

産前産後サポート『リカバリーヨガ』子

離乳食教室を開催します子

集団健診の申込みはお済みですか？

★特定健診とがん検診を一度に受けることができます！

　認知症の方や、そのご家族、住民の方などが気軽に集まり、地域包括支援センターの介護支援専

門員や社会福祉士に相談できるカフェを開きます。

　また、今回は、脳神経外科医である中村先生に、認知症についてのお話をしていただきます。こ

の機会に認知症についての理解を深めませんか？

古座地区　オレンジカフェ
　～認知症カフェ、高齢者のための相談会～

■日　時　７月２３日（木）１３：３０～１５：００

■会　場　Ｓｏｒａ－Ｍｉｒｕ　２階　コミュニティルームＣ

■講　師　医療法人健佑会　けんゆうクリニック　所長

　　　　　南和歌山医療センター　名誉院長

　　　　　脳神経外科医　認知症サポート医　中村　善也　氏

※エンディングノートの配布や、心と体がリラックスするハンドセラピーもあります。
　（ハンドセラピー　先着３名・１人１５分）

年に 1度は

受けましょう！

月 日 曜 時 間 場 所 特
定

がん検診
定員 申込締切日胃 大

腸 肺 子
宮

乳
房

9
12 土

8:00 ～ 10:30 串本町役場
● ● ● 100

８月５日（水）
13 日 ● ● ● ● ● ● 100

10
10 土

8:00 ～ 10:30
古座小学校体育館 ● ● ● ● ● ● 100

９月２日（水）
11 日 串本西小学校体育館 ● ● ● ● 100
31 土 串本町役場 ● ● ● ● ● ● 100

 ９月２４日（木）
11 1 日 8:00 ～ 10:30 串本町役場 ● ● ● ● ● ● 100

すでに申込み済みの方

まだ申込んでいない方

健診日の約 2週間前に
書類を発送予定です。

ＷＥＢ予約サイトもしくは
保健センターまでお申込みください。

※定員になり次第受付を終了とさせていただきますのでご了承ください。
※申込締切日を過ぎても空きがあれば申込みができますので、一度お問い合わせください。

ＷＥＢ予約サイト
はこちら

健康だより

地

保

広報くしもと　2026 年 7月号17 広報くしもと　2026 年 7月号 16



「なんたん水」「串本の水」をお届けします

　「なんたん水」「串本の水」は保存期間が５年と長く、災害用備蓄水として大きな役割を担う串本

の水です。

　「なんたん水」「串本の水」の配達には、通常、配送料（約１，３００円）がかかりますが、次の

期間に限り水道課で無料配達します。

　地震等の災害に備え、この機会に「なんたん水」「串本の水」の備蓄をご検討ください。

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　串本町役場　水道課　℡　０７３５‐６７‐７２１８

配達予定日

　７月１６日（木）・１７日（金）　　串本、鬮野川、サンゴ台地区

　７月２１日（火）・２２日（水）　　二色、高富、有田、有田上、吐生、田並、田並上、

　　 江田、田子、和深、里川地区

　７月２３日（木）・２４日（金）　　潮岬、出雲、大島、須江、樫野地区

　７月２７日（月）・２８日（火）　　姫、姫川、伊串、神野川、西向、古田、中湊、古座地区

　７月２９日（水）　　　　　　　　 上野山、津荷、田原、上田原、佐部地区

　　　

※配達日については予定です。配達は午前９時から午後５時までの時間に行います。

　天候や在庫状況等により、前後する場合もありますのでご了承ください。

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

\\ 災害用備蓄水 //

■対象者　　

　町内在住の原則として６５歳以上の

　 高齢者世帯（特別な事情がある世帯

は、この限りではありません）

■申込期間

　　７月　１日（水）から

　　７月１４日（火）まで

■受付時間　

　８：３０～１７：００まで

　（土・日曜日、祝日を除く）

■申込方法

　水道課まで直接ご連絡ください。

　お申し込みの際に、住所、氏名、年齢、

　電話番号等を伺います。

■支払方法

　配達時に現金でお支払いください。

■価格

『なんたん水』

１箱３，６００円（税込）

【２４本入り】

『串本の水』

１箱４，８００円（税込）

【宇宙兄弟ラベル２４本入り】

©
小
山
宙
哉
／
講
談
社

※ お申し込みは、１箱単位でお願いします。

※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。
　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口
　にお申し出ください。

（5月受付分　敬称略）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
す

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

祐
太

淳
太

中

湊

潮

　岬

又
吉

小
西

祐た
す
く公

千せ
ん
き
ょ
う恭

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

畑
下

久
保

髙
野

鶴
﨑

石
田

角
﨑

濵
西

東鈴
木

秋
田

内
谷

稲
垣

新
宮

伊
勢
谷

南

西

向

潮

岬

樫

野

和

深

田

原

西

向

出

雲

西

向

潮

岬

古

座

和

深

二

色

和

深

大

島

田

並

治
子

榮
一

睦輝
雄

順
子

和
郎

富
子

達
大

光
明

好
美

安
太
郎

晴
二

英
子

京
子

カ
ズ

789390838073788573868187788590

矢
倉

中
瀨

瓜
田

岡
地賀

ゆ
り

節義
友

修正
治

7387736883

串

本

西

向

潮

岬

串

本

西

向

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　お
幸
せ
に和

歌
山
市　

和
歌
山
市

川
口

田
原

騎
良

帆
乃
佳

◇お問い合わせ先◇　田辺海上保安部管理課　℡　０７３９－２２－２００２

受付期間 申込方法 1次試験日 試験会場 受験資格 採用後

海上保安学校
学生採用試験

７月１０日（金）～
７月２３日（木）

インター
ネットでの
申込み

９月２７日（日）

和歌山市
神戸市
大阪市
等

令和８年４月
１日において
高等学校等を
卒業して１２
年を経過して
いない方など

海上保安学校（京
都府舞鶴市）で1
年～2年の教育
を経て、現場配属
※航空課程は1
年の教育後、2年
の研修あり

海上保安大学校
学生採用試験

8月２０日（木）～
9月７日（月）

１０月２４日（土）
および

１０月２５日（日）

令和８年４月
１日において
高等学校等を
卒業して２年
を経過してい
ない方など

海上保安大学校
（広島県呉市）で
4年9カ月の教
育を経て、現場
配属
※本科4年、専
攻科6か月、国
際業務課程3か
月

　海上保安庁では令和９年４月採用者を募集します。

　詳しくは、海上保安官採用サイトをご確認ください。
海上保安官採用サイト

二次元コード→

めざせ

海上保安官

海上保安官
募集のご案内
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「
あ
ら
ふ
ね
リ
ゾ
ー
ト
」

建
物
に
係
る
公
募
売
却

　
串
本
町
所
有
の
宿
泊
施
設
で
あ
る
田
原

の
「
あ
ら
ふ
ね
リ
ゾ
ー
ト
」
の
建
物
に
つ

い
て
、
民
間
経
営
に
よ
る
建
物
の
有
効
活

用
と
地
域
活
性
化
を
目
指
し
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
る
公
募
売
却
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
７
月
２
日
か
ら
参
加
受
付
を

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
役
場
　
産
業
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
５
７

串本町の人口と世帯

令和８年５月末現在（前月比）

火災件数（1月からの累計）

建物
林野
その他
合計

２件
１件
１件
４件

※令和８年５月末現在

交通
急病
その他
合計

２２件
３５５件
１４４件
５２１件

※令和８年５月末現在

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

○ 

10
代
か
ら
90
代
ま
で
の
幅
広
い
世
代
、

約
８
万
６
千
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

○ 

授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、

Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴

す
る
、
ま
た
講
師
か
ら
直
接
受
け
る
授

業
が
あ
り
ま
す
。

○ 

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０

以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１

科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○ 

卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取
得
で
き

ま
す
。

○ 

１
単
位
の
授
業
料
は
６
千
円(

入
学
料

は
別)

。
半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ

け
の
授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

○ 

全
国
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
た
る
学
習
セ

ン
タ
ー
等
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
面
接

授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
の
開
講
や

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
交
流
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
間
　

　
第
１
回
：
８
月
31
日
（
月
）
ま
で

　
第
２
回
：
９
月
９
日
（
水
）
ま
で

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
７
３
‐
４
３
１
‐
０
３
６
０

※ 

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン

　
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

救急件数（1月からの累計）

人口
男性 
女性 
世帯

１３，２７２人（－２３）
６，３３０人（－１３）
６，９４２人（－１０）

７，６７３世帯（　－９）

お
知
ら
せ

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

講
習
に
つ
い
て

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
和
歌
山
県

支
部
で
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
８

月
～
11
月
は
、
次
の
日
程
で
講
習
を
開
催

予
定
で
す
。

▼
講
習
の
名
称

①
足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者

② 

地
山
の
掘
削
お
よ
び
土
止
め
支
保
工
作

業
主
任
者

③
建
築
物
等
の
鉄
骨
組
立
等
作
業
主
任
者

④ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
工
作
物
の
解
体
等

作
業
主
任
者

▼
日
時

①
８
月
４
日
（
火
）
～
８
月
５
日
（
水
）

②
９
月
８
日
（
火
）
～
９
月
10
日
（
木
）

③
10
月
14
日
（
水
）
～
10
月
15
日
（
木
）

④
11
月
10
日
（
火
）
～
11
月
11
日
（
水
）

▼
受
付
開
始
日
と
受
講
料
等

①
７
月
６
日
（
月
）
１
２
，
９
２
５
円

②
８
月
10
日
（
月
）
２
２
，
２
２
０
円

③
９
月
14
日
（
月
）
１
３
，
１
４
５
円

④
10
月
13
日
（
火
）
１
３
，
４
７
５
円

※ 

受
講
料
等
に
は
、
テ
キ
ス
ト
代
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
代
が
改
定
さ

れ
た
場
合
は
、
受
講
料
を
改
定
す
る
場

・ 

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
込
で
は
、
件
名
は

「
見
学
希
望
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
当
所
か
ら
の
上
記
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
受
信
で
き
る
よ
う
設
定
を
お
願

い
し
ま
す
。

・ 

２
部
（
夜
間
）
の
参
加
に
あ
た
り
、
高

校
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
で
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
場
所

　
〒
６
４
９
‐
５
１
４
２

　 

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
下
里

１
９
８
１

※ 

車
で
お
越
し
の
際
は
、
道
が
狭
い
箇
所

や
急
カ
ー
ブ
等
で
見
通
し
が
悪
い
箇
所

な
ど
が
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
令
和
８
年
７
月
18
日
（
土
）

・ 

１
部
（
昼
間
）
午
後
３
時
～
午
後
４
時

30
分

・ 

２
部
（
夜
間
）
午
後
７
時
～
午
後
９
時

※ 

入
場
は
各
部
開
始
の
20
分
前
か
ら
可
能

で
す
。

▼
実
施
内
容

① 

海
上
保
安
庁
お
よ
び
下
里
水
路
観
測
所

の
業
務
紹
介

② 

施
設
公
開
と
人
工
衛
星
レ
ー
ザ
ー
測
距

観
測
の
実
演

▼
定
員

　
20
名
（
１
部
・
２
部
そ
れ
ぞ
れ
）

※ 

先
着
で
20
名
に
達
し
た
時
点
で
そ
の
部

は
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　
７
月
１
日
（
水
）
～
７
月
15
日
（
水
）

▼
受
付
方
法

・ 

Ｅ
メ
ー
ル
：j

c
g
5
s
h
i
m
o
s
a
t
o
-
6
p
6
i
@

mlit.go.jp

・
電
話
：
０
７
３
５
‐
５
８
‐
０
０
８
４ 

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
申
込
み
に
関
す
る
詳
細

・ 

申
込
時
に
希
望
す
る
「
部
」
と
代
表
者

氏
名
、
人
数
、
連
絡
先
お
よ
び
当
所
ま

で
の
交
通
機
関
（
車
の
場
合
は
台
数
）

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

合
が
あ
り
ま
す
。

▼�

講
義
時
間

・ 

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
10
分
（
講
義

内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
）

▼
会
場

・ 

和
歌
山
県
建
設
会
館
３
Ｆ
会
議
室

▼
そ
の
他
注
意
事
項

・ 

受
講
の
申
し
込
み
は
、
受
講
申
込
書
に

受
講
料
を
添
え
て
持
参
、
ま
た
は
現
金

書
留
で
郵
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

口
座
振
込
を
ご
希
望
の
方
は
、
支
部
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

・
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

・ 

申
込
者
が
少
数
の
場
合
は
、
講
習
会
を

取
り
や
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

　
和
歌
山
県
支
部

　
℡
０
７
３
‐
４
３
６
‐
１
３
２
７

観
測
所
施
設
公
開
と
人
工
衛

星
レ
ー
ザ
ー
測
距
観
測
実
演

　
下
里
水
路
観
測
所
で
は
、
海
の
月
間
の

関
連
行
事
と
し
て
、
観
測
施
設
公
開
と
人

工
衛
星
レ
ー
ザ
ー
測
距
観
測
の
実
演
を
行

い
ま
す
。

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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東
ア
ジ
ア
地
域
で
最
も
歴
史
の
あ
る
観
測

所
で
す
。
な
お
、
近
年
の
技
術
革
新
に
伴

い
、
令
和
８
年
12
月
末
を
も
っ
て
Ｓ
Ｌ
Ｒ

観
測
を
終
了
し
、
令
和
９
年
３
月
末
に
閉

所
す
る
予
定
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
第
五
管
区
海
上
保
安
本
部

　
下
里
水
路
観
測
所

　
℡
０
７
３
５
‐
５
８
‐
０
０
８
４

移
動
県
民
相
談
の

開
催
に
つ
い
て

▼
日
時

　
７
月
15
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

▼
場
所
　
東
牟
婁
振
興
局
（
新
宮
市
）

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

　
離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の    

　
法
律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）

　
お
よ
び
行
政
相
談

▼
事
前
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
７
月
１
日
（
水
）
　
午
前
９
時
か
ら

　
※
東
牟
婁
振
興
局
　
総
務
県
民
課
へ

　
　
　
　
　
電
話
予
約
（
先
着
９
名
）

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

各
種
相
談
に
つ
い
て

◎
人
権
・
行
政
相
談

▼
日
程
等

　
７
月
16
日
（
木
）

　
会
場
：
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
　
会
議
室
Ｂ

※
受
付
時
間
は
、

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
で
す
。

▼
納
期
限
　
７
月
31
日
（
金
）

・
固
定
資
産
税
（
２
期
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
１
期
）

・
介
護
保
険
料
（
４
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
１
期
）

※ 
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
課
ま
で
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

相
談

今
月
の
納
税

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

▼
そ
の
他
注
意
事
項

・ 
気
象
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
一

般
公
開
を
中
止
し
ま
す
。

・
駐
車
整
理
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

・ 

水
分
等
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※ 

周
囲
に
売
店
や
自
動
販
売
機
は
あ
り
ま

せ
ん
。

・ 

観
測
所
敷
地
内
は
全
面
禁
煙
で
す
。
危

険
物
や
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
も
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

・ 

見
学
中
の
写
真
撮
影
は
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
他
の
見
学
者
が
写
り
こ

む
場
合
に
は
、
相
手
側
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
投
稿
す
る
場
合
に
は
、

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

▼
「
海
の
月
間
」
に
つ
い
て

　
国
民
の
皆
さ
ま
に
「
海
」
に
対
す
る
理

解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設

け
ら
れ
た
期
間
で
、
「
海
の
日
」
を
含
む

７
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
の
１
か
月
間
、

全
国
各
地
で
海
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
下
里
水
路
観
測
所
に
つ
い
て

　
昭
和
29
年
に
設
立
し
、
昭
和
57
年
か
ら

レ
ー
ザ
ー
光
を
用
い
て
人
工
衛
星
ま
で
の

距
離
を
計
測
す
る
「
人
工
衛
星
レ
ー
ザ
ー

測
距
（
Ｓ
Ｌ
Ｒ
）
観
測
」
を
行
っ
て
い
る

 　

　
最
近
、
テ
レ
ビ
で
は
連
日
の
よ
う
に
ク
マ
の

目
撃
情
報
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
串
本
町
内

で
も
昨
年
、
民
家
か
ら
１
㎞
ほ
ど
離
れ
た
場
所

で
、
ク
マ
に
似
た
大
型
の
獣
を
目
撃
し
た
と
い

う
情
報
が
役
場
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
翌
日
、

町
か
ら
猟
友
会
に
依
頼
し
現
場
を
確
認
し
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
ク
マ
ら
し
き
足
跡
は
な
く

イ
ノ
シ
シ
が
土
を
掘
り
返
し
た
跡
が
多
数
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
イ
ノ
シ
シ
の
可
能
性
が
高
い
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
環
境
省
の
昨
年
度
の
調
査
で
は
、
北
海
道
の

ヒ
グ
マ
と
本
州
・
四
国
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
合

わ
せ
た
人
身
被
害
は
２
３
８
件
、
う
ち
13
名
の

方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
お
り
、
統
計
を
取

り
始
め
た
平
成
18
年
度
の
人
身
被
害
は
１
５
２

件
で
、
う
ち
３
名
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。
思
っ
た
以
上
に
以
前
か
ら
ク
マ
の

被
害
件
数
が
多
か
っ
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

　
３
年
ほ
ど
前
、
本
州
最
東
端
の
地
、
岩
手

県
宮
古
市
の
魹と

ど
が
さ
き

ヶ
崎
に
行
く
に
あ
た
り
、
一

山
歩
い
て
越
え
た
の
で
す
が
、
先
頭
を
歩
く

人
が
鈴
を
持
っ
て
い
て
、
行
き
交
う
人
た
ち

も
皆
さ
ん
鈴
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
串
本
で
は

考
え
ら
れ
な
い
光
景
に
少
し
驚
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
急
激
に
ク
マ
被
害
が
増
え
た
と
感
じ

る
の
は
、
里
山
の
荒
廃
に
よ
っ
て
ク
マ
の
生
息

域
が
人
間
の
生
活
圏
に
広
が
っ
た
こ
と
や
、
以

町民の皆さまへ

ク　マ

前
は
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
で
終
わ
っ
て
い
た
も

の
が
、
死
者
も
多
数
出
る
中
、
一
気
に
全
国
ニ

ュ
ー
ス
と
し
て
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
原
因
か
と
思
い
ま
す
。

　
国
も
法
律
を
改
正
し
、
市
街
地
で
も
市
町
村

の
判
断
で
危
険
鳥
獣
を
駆
除
で
き
る
「
緊
急
銃

猟
」
制
度
を
設
け
ま
し
た
が
、
現
状
は
そ
う
簡

単
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
串
本
町
で
は

２
月
18
日
に
緊
急
銃
猟
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く

り
猟
友
会
の
皆
さ
ん
に
有
事
の
際
の
射
手
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
専
門
家
に
よ

る
と
ク
マ
の
銃
猟
に
は
多
く
の
経
験
と
知
識
が

必
要
で
、
一
歩
間
違
う
と
射
手
に
危
険
が
及
ぶ

た
め
、
新
た
に
ク
マ
ハ
ン
タ
ー
を
育
て
る
に
は

10
年
近
く
か
か
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
す
。

　
先
日
の
新
聞
に
、
那
智
勝
浦
町
の
山
林
で
ク

マ
が
目
撃
さ
れ
た
と
の
記
事
と
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
紀
南
地
方
の
山
奥
に
も
ク
マ
が
生

息
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
は
山
深
く
に
入
ら
れ
る
こ
と
は

あ
ま
り
無
い
で
し
ょ
う
し
、
過
度
に
心
配
さ
れ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
テ
レ
ビ
で
も
報
道

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
山
に
入
る
際
は
万
が
一

を
考
え
て
、
早
朝
や
単
独
行
動
は
な
る
べ
く
避

け
て
い
た
だ
き
、
も
し
ク
マ
や
ク
マ
の
足
跡
を

発
見
し
た
場
合
は
、
い
ち
早
く
役
場
や
警
察
に

ご
連
絡
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

串本町長　田嶋 勝正

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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7.26（日）
【時間】   １７：３０～（予定）
【場所】   古座港一帯
【内容】   夜店、吹奏楽演奏、
　　　　その他イベント
　　　　花火大会（２０：００～）

　８月１日（土）に、「串本まつり花火大会」
が開催されます。
　花火大会を盛大に実施するため、皆さま
から広くご寄付を募らせていただきます。
　開催にご賛同いただき、ご寄付をいただ
ける方は、以下にて受け付けておりますの
で、ご協力をお願い申し上げます。

■寄付受付場所　
　串本町役場　産業課（串本町役場 2 階）
　南紀串本観光協会

◇受付・お問い合わせ先◇
　串本まつり実行委員会事務局（串本町役場　産業課　商工・観光グループ）
　℡　０７３５‐６２‐０５５７

～ 供養花火について ～
　串本まつり花火大会では、個人様
からの供養花火を受け付けております。
　ご希望がございましたら、７月３
日（金）までに串本まつり実行委員
会事務局までお申し込みください。
　なお、供養花火は、合同打ち上げ
となりますので、ご了承ください。

■受付期間　
　７月１０日（金）まで

令和８年 熊野水軍 古座河内祭の夕べ

串本まつり花火大会のご寄付をお願いします


